
数 学
平成27年度 A

指示があるまで、このページをよく

んで待ちなさい。指示があるまで、

の問題用紙を開いてはいけません。

読

こ

I 受験に際 しての注意
1 問題用紙は 1ページ (表紙を除く)か ら6ページまでである。
2 問題の内容についての質問には、いつさい応 じない。それ以外のことがらについて尋ねたいことが
あれば、手をあげて監督者に聞くこと。

3 監督者の「はじめ」の合図で始め、「やめ」の合図ですぐやめること。
4 解答用紙が折れ曲がったり、破れたり、汚れたりした場合には、手をあげて監督者に申し出ること。

Ⅱ 解答記入上の注意
1 すべてマーク方式で解答をn・L入すること。
2 マークは必ず HBの黒鉛筆を使用して記入すること。ボールペン、万年筆、サインペン等を用いて
はいけ′1い。

3 -度 マークしたものを訂正するときには、プラスチック消しゴムで完全に消してかわマークしなお
すこと。消して出たカスはきれいに払っておくこと。

4 次の場合は、いずれも誤答となるから特に注意すること。
(1)マ ークの仕方が悪かった場合。 (特にマーク欄が塗りつぶされていなかったり、外側に少しで

もはみ出した場合)

(2)問題が要求している以 Lに余分な答えをマークした場合。

(3)マ ークすべきところ以外に印をつけたり、汚したりした場合。特に枠内は絶対に汚さないこと。

(4)訂正の場合の消し方が不十分な場合。

5 円周率は πとすること。
比は最小の整数比で答えること。例えば、3:2と 答えるところを6:4と 答えてはいけない。

根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えること。

例えば、4カ、平と答えるところを2√、平と答えてはいけない。
Ⅲ 数学の受験に際 して特に注意すべき点
1 計算には、この問題用紙の余白を利用すること。解答用紙を計算に使つてはいけない。
2 コンパス・定規・分度器を使つてはいけない。

Ⅳ 氏名等の記入上の注意
1 問題用紙と解答用紙の両方の所定欄に、漢字で氏名を、算用数字で受験番号をそれぞれ記入すること。
2 解答用紙の左側にある受験番号をマークすること。

氏  名 受験番号 |



□ 次の|  |に適する解答を①から⑤の中から選びなさい.

(1){-42_7× (-2)3}÷ (_5)= ア

① 7  ② ―
子  ③

8  ④ -8  ⑤
半

(2) 12″ 2ク ÷
(__:″ )2÷

6″ ×8グ =  イ

①¥② ツ ③7④ 蓋 ⑤警

(3)(4-y,)(4+ソフ)-2(2-y百)2= ゥ

① 12-8ντ     ② 8ντ       ③ -14+8ィτ

④ 4y百       ⑤ 7+47百

“
)77=□
① ?② 7③ Ψ

④ ?⑤ Ψ

“
)岩 需+源 編=オ

① 2√ 2ρ   ② 8√ 16福  ③ 3√―編
④ ντ十ソフ   ⑤ 37U-2ソフ
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E21 次の|  |に適する数を答えなさい.

(1)2次 方程式 (″ -2)2+3(″ -2)+2=″ -1を解くと″= ア である。

(2)あ る電車の乗車賃が大人は190円 ,子 どもは130円であつた。大人と子ども合わせて36

人で乗車したところ,子 どもだけ 5割引きになり合計2,590円 かかつた。このとき,

大人は イ 人,子どもはEウ lエコ人である.

③ コインれ 幽 た とと 3回が 出碑 判 ま
器

であな

(4)関 数 グ=2∬2について,″ の変域が一
:≦
″≦
:の
とき,ク の変域は

□≦グ≦
[三三]であ独

(5)α =2+ィτ,b=2-ντであるとき,

α3_2α 2b+αb2= サ | シ +Eス l セコⅥ ソ |である。
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□ 次の問いに答えなさい .

(1)右 図 1の ように,円 0の弦 AB,CDが 点 Pで交わっている.

∠APC=30° ,AC:(円 周)=1:15の とき,

∠ADC= ア | イ 
°
,

∠BOD= ウ | 工 
°
である.

右図 2において ,

∠″= オ | 力 
°
である.

(`′ %)

９

″
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□ 右図は AB=ACの 二等辺三角形であり,

∠Bの 4等分線 と辺 ACと の交点を Aか ら近

い順 に D, E, Fと す る。AE=BE=BC=2の

とき,次の問いに答えなさい。

(1)∠ ACB= ア | イ 
°
である.

(2) ウ に最も適するものを①から④の中

から選びなさい。

「△ABCと  ウ は相似である。」

① △BEF  ② △BCE

③ △BDF ④ △BAD

(3) EF=
― 工  +□

である.
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□ 放物線 ν=″
2と
直線 グ=π″+2について次の問いに答えなさい

0放 物線と直線の交点劇 切 つ であるは π =〓 であ貌

(2)z=-1の とき,放物線と直線の交点をそれぞれ A,Bと し,△OABの面積を Sと

すると,S= ウ である。

また,△OABに おいて,辺 ABを

中心に回転させた回転体の体積を

yと すると,

/= エ ィ1≡オヨπである.
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□ 右図は,円 すいの展開図であり,お うぎ形

OABの面積は π,OA=3である。

0)弧ハBの長剖ま〓πであ貌

0)底面の円の半徊ま〓であ貌

(3)この円すいの体積は

オ Ⅵ 力 |

πである.
キ |ク
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